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松
田
　
道
雄　

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　６月８日の第１次集約では、６地区から
の協力で104,568円集まりました。協力下
さった会員の皆様ありがとうございました。
ロシア軍の蛮行は厳しく糾弾しなければな
りませんし、ウクライナへの支援活動は、
息長く続けていかなければならないと思っ
ています。熊退教協は、日退教からの提起
でウクライナの子ども達の命とくらしを守
り、教育を支援するために、カンパに取り
組んでいます。皆様からいただいたカンパは教育インターナショ
ナル（EI）と、国際労働組合総連合（ITUC）を通してウクライ
ナの子ども達の教育復興のために使われます。
　機会あるごとに地区で集められ、県の方へお届けいただくと
助かります。どうぞよろしくお願い致します。
　ウクライナ危機に乗じ、一部の改憲勢力が暗躍し始めました。
きわめて危険な動きとして、私達は警戒していく必要がありま

す。「教え子を再び戦場へ送るな」結成
時からの合言葉です。熊退連は８月15
日終戦の日の正午、サイレンの合図と
共に辛島公園で、毎年平和集会を開催
しております。炎天下ですので 30 分
ほどの集会です。どうぞお集まりいた
だき反戦の誓いを胸に刻みたいと思い
ます。

　

６
月
８
日
「
熊
退

教
地
区
代
表
・
女

性
代
表
者
会
」
で

会
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
松
田
で
す
。

二
〇
一
〇
年
に
退
職

し
、
菊
池
退
教
に
所

属
し
、
こ
れ
ま
で
主
に
連
合
運
動
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
代
表
者
会
議
で
は
各
地
区
か
ら
県
退
教
に
要

望
意
見
が
出
さ
れ
、
退
教
に
対
す
る
会
員
の
様
々
な

思
い
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　

翌
９
日
、
日
退
教
組
織
代
表
者
会
議
が
日
本
教
育

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
隔
年
開
催
の
二
年
目
の

会
議
で
す
が
、当
面
の
活
動
（
案
）
が
山
盛
り
で
す
。

熊
退
教
の
方
針
案
で
も
多
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
比
で
は
な
い
。
現
役
時
代
も
日
教
組
運
動

方
針
案
の
膨
大
な
量
に
全
部
よ
み
こ
ま
な
か
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
大
事
で
す
が
、
本
当
に
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
絞
っ
て
、
県
退
教
運

動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

就
任
後
、
最
初
の
仕
事
が
参
議
院
選
挙
の
と
り
く

み
で
し
た
。
各
地
区
役
員
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労

を
お
か
け
し
、
感
謝
し
ま
す
。
我
が
家
の
と
り
く

み
。
期
日
前
投
票
に
向
か
う
妻
「
立
憲
」
よ
ね
！
違

う
「
古
賀
ち
か
げ
の
リ
ー
フ
」
を
持
た
せ
る
。
息
子
・

娘
、
写
メ
ー
ル
で
リ
ー
フ
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
遠

く
離
れ
た
娘
に
は
ラ
イ
ン
で
ポ
ス
タ
ー
を
送
る
。
そ

う
だ
妹
に
も
ラ
イ
ン
だ
。
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
と
き

は
、
結
果
が
判
明
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。「
古
賀

ち
か
げ
」
当
選
を
み
ん
な
で
喜
び
合
っ
て
い
れ
ば
い

い
な
。
次
は
県
議
選
「
岩
田
智
子
」
を
当
選
さ
せ
な

け
れ
ば
！
住
み
よ
い
世
の
中
に
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

岩
田
と
も
子
県
議
の
三
期
目
へ
の
挑
戦
に
向
け
、

会
員
の
皆
様
に
再
度
の
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

岩
田
県
議
の
最
初
の
出
馬
に
当
た
り
熊
教
組
よ
り

推
薦
依
頼
受
け
、
現
職
の
委
員
長
で
あ
り
、
更
に
組

織
の
現
状
等
を
考
慮
し
、
一
瞬
大
丈
夫
か
と
懸
念
し

た
の
も
事
実
で
す
。
同
時
に
熊
退
教
協
と
し
て
や
る

し
か
な
い
と
腹
を
く
く
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
選
挙

選
は
一
か
ら
の
出
発
で
、
日
教
組
や
連
合
熊
本
、
会

員
の
皆
様
の
御
支
援
で
何
と
か
当
選
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
二
期
目
も
議
会
活
動
等
で
培
っ
た
体

験
を
糧
に
、
議
会
質
問
等
で
教
職
員
の
働
き
方
改
革

弱
い
立
場
に
置
か
さ
れ
て
い
る
人
に
寄
り
添
っ
た
施

策
の
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
発
生

し
た
熊
本
大
地
震
で
は
一
早
く
被
災
地
に
出
向
き
復

興
支
援
に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
を
中
心
に
発

生
し
た
集
中
豪
雨
に
も
支
援
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
活
動
も
制
限
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
県
政
報
告
会
を
通
じ
て
日
々
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

小
生
が
通
っ
て

い
た
力
合
小
学
校

は
、
総
数
五
十
名

程
の
小
さ
な
学
校

だ
っ
た
。
登
校
、

下
校
時
に
は
直
立
不
動
、
御
真
影
に
向

か
っ
て
最
敬
礼
を
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

五
、六
年
生
の
担
任
だ
っ
た
坂
井
先
生

は
、
当
時
の
（
太
平
洋
戦
争
前
）
日
本
の

情
勢
を
次
の
よ
う
に
狂
句
に
詠
ま
れ
て
い

た
。

　
「
痛
快
々
々
比
率
四
の
五
も
言
い
き
ら

ん
」

　

下
手
な
俳
句
に
足
を
突
っ
込
ん
だ
の
も

先
生
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
思
い
出
す
の
は
自
転
車
で
河
内
、
金

峰
越
え
を
し
て
い
た
事
。
本
当
に
若
か
っ

た
な
あ
と
思
う
。

　

光
陰
矢
の
ご
と
し

　

歳
月
不
待
人

　

人
々
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
百
才
の

ゴ
ー
ル
を
目
差
し
ま
す
。

 

二
〇
二
二
年
度

 

地
区
会
長
・
女
性
代
表
者
の
会
報
告

熊
退
教
協　

事
務
局　

桑
本
　
　
謙　

　

去
る
六
月
八

日
、
県
教
育
会
館

に
於
い
て
地
区
会

長
・
女
性
代
表
者

の
会
を
開
催
し
ま

し
た
。今
年
度
は
、

定
期
大
会
を
開
催

し
な
い
年
で
あ

り
、
最
高
決
定
機

関
の
場
と
し
て
活

動
方
針
案
等
を
協

議
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
田
崎
副

事
務
局
長
の
開
会

宣
言
に
続
き
、
議

長
を
宇
城
地
区
堀
さ
ん
、
八
代
地
区
松
岡
さ
ん
と
決

定
。
ま
ず
、
今
年
度
で
勇
退
予
定
の
田
川
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
地
区
活
動
と
こ

れ
ま
で
の
８
年
間
の
ご
協
力
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
県
教
組
の
村
枝
新
委
員

長
よ
り
学
校
現
場
の
状
況
と
力
強
い
連
帯
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
以
下
六
つ
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
と
採

択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案　

二
〇
二
一
年
度
活
動
経
過
報
告

第
二
号
議
案　

�

二
〇
二
一
年
度
会
計
報
告
及
び
会
計

監
査
報
告

第
三
号
議
案　

二
〇
二
二
年
度
活
動
計
画
（
案
）

第
四
号
議
案　

二
〇
二
二
年
度
予
算
（
案
）

第
五
号
議
案　

�

熊
退
教
協
会
則
改
定
に
関
す
る
件
に

つ
い
て

第
六
号
議
案　

県
役
員
選
出
に
つ
い
て
の
提
案

　

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
協
議
で
は
、
会
員
減
少
の
中
で
役
員
改
選

の
厳
し
さ
等
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
今
後
の

課
題
と
し
て
、

①�

年
間
活
動
方
針
の
整
理
と
簡
素
化

②
ス
ム
ー
ズ
な
役
員
改
選
が
で
き
る
よ
う
本
部
体
制 

　

�

の
長
期
展
望
に

立
っ
た
計
画
的

運
営

③�

会
員
減
や
災
害

等
を
考
慮
し
た

財
政
面
で
の
経

費
削
減
努
力

④�

ご
長
寿
記
念
品

の
是
非
に
つ
い

て
は
各
地
区
の

要
望
を
受
け
て

対
応
す
る
。

等
の
四
点
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
田

新
会
長
が
、「
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と
言
え

る
組
織
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
訴
え
の
後
、
久
し
ぶ

り
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
、
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
へ
の
感
謝
と
、
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
今
後
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
を
お
誓

い
し
て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

統
一
地
方
選
に
向
け
て

 

岩
田
県
議
へ
の
応
援
要
請

熊
退
教
協　

前
会
長　

田
川
　
勝
也
　

　

来
春
施
行
さ
れ
る
県
議
選
は
こ
れ
迄
に
増
し
て
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
更
な

る
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

熊
退
教
協
会
長
と
し
て
八
年
。
熊
本
大
地
震
、
集

中
豪
雨
、
コ
ロ
ナ
禍
と
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
日
々

で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
会
員
の
皆
様
の
御
協
力

御
鞭
撻
で
職
責
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
新

執
行
体
制
が
始
動
し
ま
す
。
岩
田
県
議
の
三
期
目
の

当
選
と
熊
退
教
協
の
更
な
る
飛
躍
を
祈
念
し
、
御
願

い
と
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

　
田
川
前
会
長
さ
ん
は
、
副
会
長
四
年
・
会
長

八
年
の
計
十
二
年
の
長
き
に
亘
り
、
熊
退
教
協

の
先
頭
に
立
っ
て
運
動
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
今
後
は
、『
顧
問
』

と
し
て
引
き
続
き
活
動
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
部
）

白寿
　

小
学
生
時
代
の
思
い
出

中
路
　
哲
郎
　

「ウクライナ支援カンパ」
への協力のお願い

副会長　工藤　征子


